































Ｑ１　学校支援地域本部事業の目的は？

Ａ１　目的は主に次の３つとなります。
1 子どものためのよりよい学校づくり

2 生涯の学び手を育てる
3 地域の教育力の向上

Ｑ２　これまでの「学社連携・融合事業」と「学校支援地域本部事業」との関係は？
Ａ２　これまでの「学社連携・融合事業」は、学校と社会が持っている教育資源を有効に循環させる学校と社会による双方向の事業で、教育活動が一層活性化してきました。
　　　「学校支援地域本部事業」は、地域全体で学校教育を支援する体制づくりをより確かにする事業で、支援組織や地域コーディネーターを設置し、その目的の達成をめざします。

Ｑ３　２つのモデル地区はどこですか？
Ａ３　内郷地区(小学校７校と中学校３校からなり、内郷公民館が事務局となる。)と小川地区(２小学校と１中学校からなり、小川公民館が事務局となる。)です。

　
Ｑ４　モデル地区ではどんな取り組みをしているのですか？
Ａ４　地域から様々な分野における学校支援ボランティアを募るとともに、それぞれの学校支援地域本部の中に学校と地域住民からなる地域教育協議会と学校と地域のパイプ役となる地域コーディネーターを設置し、支援体制づくりの整備を行っています。

Ｑ５　モデル地区以外の学校は、どんなふうに取り組めば良いのでしょうか？
Ａ５　モデル地区の活動状況は、これまでも各学校に送付してまいりました『学社連携・融合通信』等により情報発信しますので、それを参考に地区内連携をもとに、各地区・各学校の体制づくりを進めてください。

Ｑ６　各学校が取り組んでいくうえで大事なことは？
Ａ６　各学校の「学社連携・融合事業」をより充実するとともに、「学校支援地域本部事業」について教職員・保護者・地域住民の理解を得ることです。
　　　同時に地域の方と共に地域の教育資源を再点検し、支援が必要なニーズと課題等を明らかにして体制づくりを手がけることです。

　　　

Ｑ７　市の教育委員会や公民館は各学校にどんなサポートをしてくれますか？

Ａ７　地域と学校の連携促進のために、市教育委員会では生涯学習プラザ内に情報センター『いわきまなびあいバンク』を設置し、各学校に情報の提供をできるようにします。

　　公民館も学校に情報提供を行い、地域との連携を促進して事業の効率化を図ります。
Ｑ８　取り組みの途中で困ったときに相談に乗ってくれるのは？

Ａ８　校内の体験活動・ボランティア活動推進コーディネーターを通じて、市教育委員会事務局生涯学習課の担当者にご相談ください。
　　　電話(直通) ２２－７５４３　生涯学習課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　














　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








　


「探求型学習」・「活用型学習」








学社連携・融合事業　＆　学校支援地域本部事業





地域の宝物をみんなで発掘





子どもたちの学ぶ力を高める





学社連携・融合事業











　





行政・公民館の役割


学校と地域のパイプ役(各種情報の提供、連絡・調整、相談対応等)


「よりよい地域づくり」推進に向けた取り組み(公民館事業及び共同学習の成果発表の場の充実等)





主な実践例


地域の教育素材(人材・施設・産物・自然・歴史・文化等)を生かした取り組み


・郷土の偉人に関する共同学習


・公共文化施設、高校・大学との連携


・農作業体験、食体験


・地域の自然を生かした取り組み


(学校林、生物調査、水質調査等)


・郷土史家による歴史学習　等


異世代や地域との交流事業


専門講師による各種講座





ボランティアの集合体


学校応援団





学校のニーズに応じた地域住民による様々なボランティア活動


・学習支援(学社連携・融合)


・部活動・クラブ活動支援


・環境整備


・安全確保のための支援


・学校行事の補助


等を通じた「よりよい地域づ


　くり」活動の推進


の推進





地域の宝物で共に学び、共に育つ





・　地域ぐるみの学校づくり　　・　生涯の学び手を育む


・　地域教育力の向上





学社連携・融合事業推進上の


主な成果と課題


【成果】体験活動機会の充実、専門的な知識や技能の習得、学習活動の広がり、学校と地域の繋がりの深化【課題】地域と学校による学校支援組織の設置、コーディネーターの配置、情報バンクの充実　





学校支援組織の設置


(学校と地域の協働組織)


地域と学校が目指す「子ども像」を共有


地域コーディネーターの配置


学校と地域のパイプ役


「出会いの仕掛けづくり」





登録・活動





 　　　学校支援ボランティア　





学校の負担軽減


・情報バンクの作成


・ニーズに応じたコーディネート





募集


連絡・調整





学校教育側に期待される効果


①教員の子どもたちと向き合う時間の拡充、②地域教材の開発や教育資源の活用、③子どもたちの郷土愛の向上、④子どもたちの表現力、情報伝達能力の向上


⇒子どもたちの学力向上、「生きる力」の醸成








社会教育側に期待される効果


①地域住民の学びと交流機会の充実、②「地域の子どもは地域で育てる」環境の整備、③地域おこしの広がり


⇒地域教育力、家庭教育力の向上











学校に縁遠かった地域住民も学校に呼び込む





既存団体との連携








青少年育成市民会議、見守り隊、民生児童委員、地域おこし・ボランティア団体等





文化


芸術・芸能


施設　


暮らし・営み





歴史


伝統


産業


技術





学社連携・融合を生かした学校支援地域本部事業活性化のためのＱ＆Ａ





　本市では、平成６年度から学社連携会議を設置し地域の教育力を生かした教育活動を実践してきました。その推進成果によって徐々に学社連携・融合に発展してきています。


　また、平成17年度からは市内全小・中学校が年間事業計画を作成して学社連携・融合事業に取り組み、一層の充実を図ってきたところであります。


　さらに昨年度からは文部科学省からの委託事業として「学校支援地域本部事業」に取り組み、いわき市学校支援研究会議を発足させ、市内に２つのモデル地区を指定し事業を推進しております。


　このＱ＆Ａを今後の各校における事業推進と活性化のためにお役立てください。





※　市の教育委員会では、年間を通して「学社連携・融合通信」を発行し、取り組み状況や参考情報をお知らせしております。是非、目を通してください。





ポイント





※　市の教育委員会では、年間を通して「学社連携・融合通信」を発行し、取り組み状況や参考情報をお知らせしております。是非、目を通してください。





※　市の教育委員会では、年間を通して「学社連携・融合通信」を発行し、取り組み状況や参考情報をお知らせしております。是非、目を通してください。





※　市の教育委員会では、年間を通して「学社連携・融合通信」を発行し、取り組み状況や参考情報をお知らせしております。是非、目を通してください。





※　市の教育委員会では、年間を通して「学社連携・融合通信」を発行し、取り組み状況や参考情報をお知らせしております。是非、目を通してください。





※　市の教育委員会では、年間を通して「学社連携・融合通信」を発行し、取り組み状況や参考情報をお知らせしております。是非、目を通してください。





※　市の教育委員会では、年間を通して「学社連携・融合通信」を発行し、取り組み状況や参考情報をお知らせしております。是非、目を通してください。





できるときに


　できることを





さらなる地域活動の推進のために








